
平
成
三
十
一
年
三
月
五
日
提
出

質

問

第

七

七

号

統
計
不
正
と
自
治
体
間
の
負
担
格
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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統
計
不
正
と
自
治
体
間
の
負
担
格
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

毎
月
勤
労
統
計
調
査
は
、
五
百
人
以
上
規
模
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
全
数
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
四
年

以
降
、
東
京
都
分
に
つ
い
て
抽
出
調
査
に
変
更
し
、
適
切
な
復
元
処
理
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
結
果
、
賃
金
額
が
低
め
に
集
計
さ
れ
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
等
の
一
部
の
受
給
者
に
つ
い
て
過
少
給
付
と
な
り
、
追
加
給

付
が
必
要
と
な
っ
た
。
今
般
の
事
案
は
、
国
民
の
統
計
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
言
語
道
断
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
に
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
四
年
に
抽
出
調
査
に
変
更
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
都
だ
け
で
な
く
、
大
阪
府
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
な

ど
大
企
業
が
数
多
く
立
地
す
る
他
の
自
治
体
か
ら
も
同
様
に
全
数
調
査
の
負
担
が
重
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
具
体
的
に
ど
の
自
治
体
か
ら
そ
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
大
企
業
へ
の
調
査
方
法
の
不
正
問
題
の
発
覚
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
今
後
、
東
京
都
で
全

数
調
査
に
戻
す
に
あ
た
り
、
十
六
年
ぶ
り
に
東
京
都
の
負
担
増
と
な
る
部
分
を
厚
生
労
働
省
直
轄
で
調
査
を
す
る
と
計
画
を

変
更
し
、
二
〇
一
九
年
一
月
三
十
日
、
総
務
省
の
統
計
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
大
企
業
の
立
地
が

多
い
大
阪
府
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
な
ど
他
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
不
公
平
な
取
扱
い
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

一



三

大
阪
府
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
な
ど
の
自
治
体
か
ら
は
、
今
後
も
全
数
調
査
の
継
続
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
昨
年
、
大
阪
府
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
に
対
し
て
抽
出
調
査
に
切
り
替
え
る
と
一
度
は
連
絡
し
た
こ

と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
の
か
。

四

そ
も
そ
も
厚
生
労
働
省
の
統
計
部
署
の
リ
ス
ト
ラ
が
進
ん
で
い
る
中
、
東
京
都
が
行
う
べ
き
調
査
の
一
部
を
自
ら
行
う
と

い
う
や
り
方
を
将
来
に
わ
た
っ
て
続
け
る
と
い
う
の
は
、
妥
当
な
の
か
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
な
の
で
は
な
い
か
。
も
っ

と
抜
本
的
な
統
計
改
革
を
行
う
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


